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    日 々 草（にちにちそう） 

  

平成３０年度日新地区のテーマ 

“笑顔さんさん 輝く日新” 

日新地区犯罪発生状況 

福井警察署３１年１月末統計（今年の累計） 

・空き巣････０件  ・車上狙い････０件 

・自転車盗･･･１件 ・ｵｰﾄﾊﾞｲ盗・・･・０件 

・その他窃盗・・０件 ・器物損壊・・・０件 

・その他刑法犯･･･０件●地区内合計・・１件 

日新の人口推移（平成３１年２月 1 日現在） 

男 2,761 人(＋4)  世帯数 2,527(－16) 

女 2,815 人(－１9)  高齢化率 27.56 ％ 

計 5,676 人（－15)  後期高齢化率 14.13％ 

平成 31 年度日新自治連総会のご報告！  

（1）新役員と行事予定  

（顧問：西村公子、稲木義幸、高田訓子）    （敬称略） 本年度日新地区の主な行事予定 

3/1０日新地区春の一斉清掃 

（夏は 7/１４、冬は 11/1０） 

5/１９ 区民体育大会 

6/(未定) 日新地区総合防災避難訓練 

7/(未定) 日新地区民踊大会(文里) 

8/(未定) ミソハギ花まつり 

9/７  日新地区敬老会 

10/2０ 日新公民館まつり 

11/(未定) 自治会長連絡会 

（2）自治会の合併やグループ化について 

福井市の自治会を所管する「まち未来創造室」の職員 2 名より、今回の乾徳１０自治会解散

に関連して以下のお話しがありました。 

▼自治会解散という事態は避けるようにしていきたい。▼自治会長の負担軽減策について今後

検討していきたい。▼旧乾徳 10 自治会会員には、近隣の自治会への加入を検討してもらえる

ようにしていきたい。▼乾徳地区では、過去に以下の自治会のグループ化が行われてきている。 

☆平成 23年度 乾徳 13自治会と朝日組自治会が新たに乾徳公園町自治会に ☆平成 25年

度 乾徳１と乾徳 1－2 と乾徳 6 が新たに乾徳新１自治会に ☆平成 25 年度 乾、乾徳２－

１、乾徳２－２、乾徳５が新たに乾徳東自治会に▼存続が難しいと考えられる自治会は、合併

やグループ化について早めに検討していくようにしてほしい。市としては合併・グループ化の

手続きやそれに伴う補助金等について周知をはかったり相談に応じたりしていく。（グループ

化とは、複数の自治会が一つになることは合併と同じであるが、会計だけは従来の自治会単位

で運営できる仕組みのことである。） 

（3）体育大会協力金の値上げについて  

体育大会協力金がこれまで 1 戸当たり４００円でしたが以下の理由により、2020 年度よ

り 500 円に値上げすることが了承されました。 

☆値上げの理由（右の日新区民体育大会決算書をご参照になりながらお読みください） 

以前は広告料等で運営していたが広告をとるのが大変ということで、十数年前から各戸に負

担金をお願いする形になった。１戸当たり５００円にしたかったが諸般の事情により４００円

となり、繰越金で補う状況となっていた。この間、賞品費を約１０万円減、食糧費約５万円減、

大会傷害保険費を約２万円減（公民館保険を活用）等の工夫をしてきたが、繰越金も残り少な

くなりこのままでは大会を非常に質素なものにしないといけなくなる。 

（4）社会福祉協議会への納付金の値上げについて  

福井市社会福祉協議会の職員より、納付金をこれまでの一戸当たり 350 円から 500 円に

値上げをお願いしたいとのお話がありました。理由としては、行政からの委託料が減額される、

判断能力が不十分な方への権利擁護事業の拡充が求められている、30 年度以降経常収支のマ

イナスが見込まれる等が挙げられました。なおメリットとして、地区社協活動費として増額分

の 20％（日新地区の場合約 48,000 円）が還元されるとのお話もありました。出席者からは、

「もっと詳しく分かりやすい資料を示してほしい。」、「求めがあった自治会には説明に来てほ

しい」等の意見が出ました。【参考】日新地区社協では主な活動として、民生委員さんの独

居高齢者宅訪問支援のための弁当（年４回）の手配やチラシの作成、毎月４カ所でのデイ

ホーム、この一環としての毎月２回の健康マージャン会、温泉施設等を利用した高齢者交

流会（年１回）、公民館まつりに福祉まつりを同時開催（テント４張り）、敬老会実行委員

会に加わっての協力、餅つき交流会（春の一斉清掃に合わせた）等を行っています。 

 

第 40回日新区民体育大会決算書   日新区民体育大会実行委員会 

【収入の部】 

項  目 予算額 決算額 増減額 備   考 

前年度繰越金 92,622 92,622 0  

区民負担金 651,200 645,600 -5,600 1614戸（400円/1戸） 

福井市補助金 75,000 75,000 0  

雑収入 10 2 -8 利息 

合計 818,832 813,224 -5,608  

【支出の部】 

項  目 予算額 決算額 増減額 備   考 

準備費 5,000 5,090 90 合同説明会資料他 

印刷費 47,000 39,744 -7,256 プログラム他 

用具費 40,000 31,892 -8,108 マラソン飲み物 

賞品費 310,000 305,934 -4,066 競技参加賞品 

食糧費 100,000 81,616 -18,384 お弁当他 

記録費 2,000 806 -1,194 プリント他 

大会傷害保険費 20,000 20,000 0 H27 から公民館保険加入補填費 

消耗品費 10,000 54,699 44,699 模造紙、チーム識別リボン他 

参加者奨励費 65,000 78,000 13,000 福引賞品 

備品修理及び補修費 45,000 43,696 -1,304 消石灰、塩化カルシウム他 

反省会費 30,000 31,600 1,600  

入場行進演奏費 30,000 30,000 0 藤中吹奏楽部謝礼、楽器運送費 

予備費 10,000 0 -10,000  

日新体育振興会一般会計補填 50,000 50,000 0 市民体育大会派遣助成費 

小計 764,000 773,077 9,077  

繰越金 54,832 40,147 -14,685  

合計 818,832 813,224   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役   職 氏      名 住  所 ブロック役職 市自治連役職 

会   長 山 口 満    文京５  理   事 

副 会 長 坪 田 幸 治 大宮５ 宮 島 会 長 代 議 員 

副 会 長 清 水 修 文京６ 堀ノ宮会長 代 議 員 

副 会 長 柴 田 光 義 乾徳１ 乾 徳 会 長  

庶   務 澤 田 龍 雄 文京５ 文 里 会 長  

会   計 山 村 直 文 文京６ 堀ノ宮副会長  

監   事 牧 野 勝 敏 八ツ島町 宮島副会長  

監   事 濱 野 寛 乾徳２ 乾徳副会長  

日新公民館の休館日のおしらせ      ３月…４、１１、１７、１８、２１、２５ 

(毎月曜、第３日曜、祝日、振替、年末年始)  ４月…１、８、１５、２１、２２、２９、３０ 

日新公民館ホームページアドレス …http://www1.fctv.ne.jp/~nissin-k/index.html 

日新公民館メールアドレス      …nissin-k@mx1.fctv.ne.ｊｐ 

 

日 々 草（にちにちそう） 

先月号の新自治会長のお名前の表で、東上里自治会長 大村優幸様のお名前が間違って

おりました。詳しくは同時配布の「お詫びと訂正のお知らせ」をご覧ください。 



若者が卒論で地域活動の研究！ 
大学生が地域の防災活動を取り上げました。対象としたの

は福井大学周辺の日新、湊、松本、春山、順化の 5 地区です。

日新公民館にも来館し、牧田孝日新自防連協会長からも本地

区の取り組みを詳しくお話ししました。全体で A4 版６５ペ

ージの論文ですので、最後の 1 部分のみを転載します。5 地

区を総括してのまとめであることを踏まえてお読みください。

なお途中の 21 ページには「独自に作成された日新地区の（避

難所運営）マニュアルでは、福井市の示した様式に基づいて

作成されたものに比べ、地区の細かな実情に合わせた役割分

担や業務内容が具体的に書かれている。例えば、避難所レイ

アウト計画の図において、住民の居住地区別に避難スペース

が割り当てられていたり、避難者 1人の広さに基づいて収容

可能人数が計算されていたりするなどの詳細が記載されてい

た。」との記述もありました。論文は 1 部公民館にもいただ

いていますので閲覧を希望される方はお申し出ください。 

3/9(土)10:00～12:00  

消火避難訓練及び自主グループ・サークル代表者会議 

13:30～16:00 餅つき 

13:30～16:00 パソコン相談会 

3/13(水)19:00～20:00 まちづくり交通部会 

20:00～21:00 まちづくり月例役員会 

3/14(木) 10:00～12:00 さんさんバスで映画鑑賞＆カフェ 

（「おしん」上戸彩、岸本加代子、泉ピン子） 

3/16(土) 9:00～1０:15 日新子ども教室 

（囲碁・将棋・茶道・華道・鉛筆字）  

     10:30～11:00 日新子ども教室閉講式 

11:15～12:15 子ども教室運営委員会 

13:30～16:00 子育て支援委員会運営委員会 

3/20(水)10:00～11:30 ニッキーズ（子育て支援委員会） 

10:00～10:30 本に親しむ集い（同時開催） 

3/23(土)13:30～16:00 パソコン相談会 

19:00～21:00 日新体育振興会総会 

3/24(日) 8:00～9:00 底喰川定例清掃 

9:30～11:30まちづくり環境部会企画運営委員会 

10:00～11:00 日新婦人会総会（総会後、日本舞

踊鑑賞会「出演：花柳双福先生」※鑑賞会は会員以外どな

たでも参加できます。公演終了後 日新婦人会懇親会） 

3/28(木) 10:00～12:00 さんさんバスで映画鑑賞＆カフェ 

（「小さな橋で」松雪泰子、江口洋介） 

3/31(日)11:00～14:00 まちづくり環境部会反省会 

 

この他に 日新ボラネットの活動として以下のものがあります。 

・地区各種事業記録写真････松井良忠氏 

・児童館のおはなし会、読み聞かせ（毎月１回 火曜の午後） 

・パソコン相談会ＩＴサポーター、日新子ども教室のスタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もまた楽しい大会に!! 

ボウリング大会（主催：日新地区体育振興会） 

１月２６日（土）午後

7 時より、ＷＡＶＥ40

で開催されました。参加

者は２９名（大人男性１

２名、大人女性７名、子

ども男子１０名）でした。

ボウリングの面白さをたっぷり味わった楽しい大会となりま

した。結果は以下の通りでした。 

1 位：高橋啓昌氏（宮島）、2 位：坪川忠義氏（文里） 

3 位：青木堅志氏（宮島）、4 位：高橋瑛昌氏（宮島） 

5 位：鈴木加代美氏（乾徳）  
 

おめでとうございます！ 

2 月３日（日）に坂井市ハートピア春江で「第 32 回県ヴ

ォーカルアンサンブルコンテスト」が、ジュニア、中学、高

校、大学・一般の 4 部門で開催され、日新公民館の自主グル

ープ「Smile♪（小学生、中学生、高校生で活動）」が出場し

ました。「Smile♪」の中学生・高校生で編成したグループが

大学・一般の部にエントリーし、4 部門最高賞のグランプリ

を受賞され、3 月 21 日～24 日に福島県で開催される第 12

回声楽アンサンブルコンテスト全国大会に出場されることに

なりました。（同時に、大学・一般の部金賞、同部門最優秀の

福井カルチャーセンター賞も受賞） 同じく「Smile♪」（小

学生・中学生で編成したグループ）もジュニアの部金賞と特

別賞の FBC 賞に輝きました。 

 

日新の四季  「蝋梅（ロウバイ）」 

撮影日 

  H31.2.17 

場  所  

  文京５ 

撮影者   

松井良忠氏 

 

公民館や各団体の活動状況や予定 

３月１０日（日）午前９時半～11時（予備日 17日） 

クリーン作戦（地区一斉清掃） 
※多くの皆様のご参加お待ちしています！ 

（作業終了後には、日新地区餅つき実行委員会がつくら

れたきな粉餅やぜんざい等も用意されています） 

【日新デイホームの案内】（社会福祉協議会） 

ひまわり児童館  ３月  ６日（水）9:30より受付開始 

八 ツ 島 会 館 ３月１３日（水）9:30より受付開始 

乾徳ふれあい会館 ３月２０日（水）13:00より受付開始 

日 新 公 民 館 ３月２７日（水）13:00より受付開始 

健康マージャン会（公民館） 

３月１日（金）、１５日（金）13：00～16：00 

自然災害に対する福井市街地の現状と課題 

福井大学 教育地域科学部 地域科学課程 

地域政策領域 環境マネジメント系 4 年  

４－２．課題の解決に向けて 

地域防災の課題解決のためには、自主防災組織が主体とな

り、当事者意識の向上、「自助」と「共助」が一体となった

防災活動の展開、「知識」と「行動」の連携を図るような防

災活動の展開が望まれる。▼当事者意識の向上のために、

防災に関する専門家に課題解決を依頼することも一つの手

段ではあるが、まずは、身近にいる被災経験をもった住民

が防災活動に参加や意見を述べやすくするなどの工夫が望

まれる。アンケート調査においては回答者の 50％に被災

経験があったことから、そのような住民からの具体的な改

善策があげられることで、被災経験をもたない住民にも当

事者意識を持たせることができ、防災に関する知識をどの

ように行動に応用すればよいのか、ノウハウを学ぶことが

できると考えられる。▼「自助」と「共助」が一体となっ

た防災活動の展開とは、自主防災組織と住民間のコミュニ

ケーションの促進などに取り組むことである。例えば、回

覧板などで自主防災組織の活動や防災情報などを積極的に

発信するなどのアピールや意見窓口の設置などの工夫が考

えられる。その他にも、形骸化が指摘された避難訓練を充

実させるために、訓練の目的を周知すること、その目的が

達成できるようにワークシートを配布することなどの解決

策が考えられる。また「自助」と「共助」の融合には、個

人の災害対策がより地域に根ざしたものになるという利点

がある。例えば、避難所の備蓄品リストにないものを自宅

の避難装備として用意するなど、地域の防災体制にあわせ

て個人が対応することが必要な場合も考えられる。(以下略) 


